
（別記） 

令和４年度三島町地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題              

当地域は、福島県会津地方の西部に位置し、只見川・滝谷川・大谷川が流れ、縄文時代

から続く編み組細工や会津桐を生かした伝統文化が根付いており、中山間地域ならではの

特性に合わせた農業を展開している。 

 当地域は、主食用米を主体に農家（個人）や法人が耕作している状況だが、近年は有害

鳥獣による農作物への被害増加、人口の減少や全国的な米離れ、コロナ禍による米の需要

や供給量の環境の変化により、農家の方々は深刻な打撃を受け、農業離れになることが危

惧されている。 

 そのような厳しい状況の中で、需給調整の柱として加工用米、飼料用米を中心に推進す

ることが重要視されているが、取組可能な農家が少ない状況にある。農家所得の確保を考

えると、水田を活用した高収益作物の導入を更に推進する必要がある。主たる作物として

は、豆類、さといも、なす、ねぎ等の主要野菜、花きについては近隣町村に並びカスミソ

ウを推進しており、近年は新規就農者がカスミソウ栽培に取り組んでいるため、耕作放棄

地の活用による作付の増加、産地交付金の効果もあり主たる作物として定着が図られてい

る。 

 一方、当町の高齢化率が５４％を超え、少子高齢化が著しく深刻な状況下にあり、地域

の農業を支える農業者の高齢化や後継者、担い手不足等の影響により、耕作放棄地が年々

増加傾向となっており、課題解決と担い手の育成・確保が急務となっている。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力強化 
に向けた産地としての取組方針・目標 

（１）適地適作の推進 

中山間地の気象条件を生かした作物の作付けを図る。主力作物として、豆類、さとい 

も、なす、ねぎ等の野菜、カスミソウ等の花卉は施設化を進め、気象条件に左右されな 

い栽培管理を進める。 

 

（２）収益性・付加価値の向上 

共同選果施設の利用により、品質の均一化を図り、地域ブランド化に向けた取組を進 

める。作付けの推進にあたっては、ＪＡによる地域農業振興計画を基に関係機関の協力 

により推進を図ることとする。 

 

（３）生産コストの低減 

収益確保については、低コスト技術の導入や、法人や大規模農家への面積集約も併せ 

て進めていくなど、多様な取り組みにより農業経営の安定を図っていく。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

（１）地域の農地の在り方 

農業従事者の高齢化に伴い水田農業における担い手不足は顕著となっており、新規就 

農入者の確保は最も重要である。その中で近年、宿根カスミソウ栽培に取り組む農業者  

が増加してきていることから、水田における栽培を推進し、また、そば、えごま、なたね

等の栽培についても大規模農家や農業法人等受託組織に農地を集約することで畑地化を進 

め、高品質の商品の生産に向け取り組みを進めたい。 



（２）水田の利用状況の点検方針・点検結果を踏まえた対応方針 

前年度に行った水田の利用状況の点検結果では、現時点で転換作物の作付けが定着し  

今後５年間水稲を組み入れない作付体系が見込まれるほ場は見受けられなかった。 

本年度は、１２月末まで営農計画書による作付け状況の点検を行い、次年度以降の畑 

地化支援の対象となるよう進める。 

 

（３）地域におけるブロックローテーション体系の構築 

  現在、ブロックローテーション等の取り組みは行われていないが地域農業者や関係機 

関との協議を行い、ブロックローテーション体系の構築に向けて検討する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等                       

（１）主食用米 

国の需給情報等を踏まえ、米価下落を防ぐため農業者への情報発信をきめ細かく行

い、需要に応じた米づくりの推進を図るとともに、品種構成の見直し、低コスト技術・

資材の導入による生産コストの低減を促進する。また、消費者から求められる米づく

り、環境に配慮した農業や安全・安心に対する産地確立を目指し、「高品質・高収益な

米づくり」「環境にやさしい米づくり及び省力化・生産コスト低減」を推進する。 

 

（２）備蓄米 

  該当なし 

 

（３）非主食用米 

  ア 飼料用米 

主食用米の需要が減少する中で、需給調整を担う作物として位置づけ推進して 

いく。他の非主食用米と比べても、その需要の高さを理由に国でも推奨してお 

り、主食用米と同等に近い収入が得られる「所得確保」の面と、主食用米と作付 

    け方法がほとんど変わらない「取り組みやすさ」の両面から、当協議会としても 

推進を図る。 

  イ 米粉用米 

該当なし 

  ウ 新市場開拓用米 

該当なし 

  エ ＷＣＳ用稲 

     該当なし 

  オ 加工用米 

     需要と結びついた加工用米の安定生産を目指し、地域流通加工用米や複数年 

（３カ年）契約の取り組みを支援するために産地交付金を活用する。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

  該当なし 

 

（５）そば、なたね 

ア そば 

土地利用型の地域振興作物として地域産業との連携を図り、収益力の向上に向 

け、産地交付金を活用し生産を促進する。 

また、法人や集落営農組織等担い手に位置付けられている経営体に農地の集約 

を図り、一方では排水対策等生産技術向上により高品質生産を後押しする。 



  イ なたね 

該当なし 

 

（６）地力増進作物 

該当なし 

 

（７）高収益作物 

  収益性の高い水田農業を目指し、適地適作を基本として、気象条件を生かした生産、 

作付誘導を図っていく。生産拡大により安定供給を図り、消費地からの信頼を得られる 

よう産地形成を目指す。 

  ア 野菜 

安定生産のため施設化を図り、豆類、さといも、なす、ねぎ等を中心に産地交 

付金を活用し生産を拡大する。 

 

イ 花き 

高品質の切り花生産のため施設化を図り、宿根カスミソウ等に重点を置き、産 

地交付金を活用し生産を拡大する。 

 

ウ その他の高収益作物 

 その他の高収益作物として、エゴマの他に小豆を加えて産地交付金を活用し生 

産を拡大する。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 

 



・各項目における面積に不整合箇所（単位ha）

　下表に不整合箇所をまとめました。個票１の面積を修正しています。

判定
８-３.活用方法 ５≧８－３ 8-3≦個票

前年度

（R３）

当年度

（R４）
令和５年度

前年度

（R３）

目標値

（R５）
R４ R３ R４ R５ R３ R５ R４ R３ R４ R５ R3 R5 R4

飼料用米 1.00 2.00 2.00 0.00 2.00 2.00 0.00 2.00 2.00 O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K.

野菜 0.28 0.45 0.61 0.28 0.61 0.27 0.28 0.45 0.61 O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K.

　振興A 0.09 0.36 0.08 0.09 0.25 0.36 O.K. O.K. O.K.

　振興B 0.19 0.25 0.19 0.19 0.20 0.25 O.K. O.K. O.K.

花木・花き 0.18 0.18 0.20 0.18 0.20 0.18 0.18 0.18 0.20 O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K.

　振興A 0.18 0.20 0.18 0.18 0.18 0.20 O.K. O.K. O.K.

その他高 0.08 0.08 0.20 0.08 0.20 0.08 0.08 0.08 0.20 O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K. O.K.

　振興A 0.00 0.10 0.01 0.00 0.00 0.10 O.K. O.K. N.G.

　振興B 0.08 0.10 0.07 0.08 0.08 0.10 O.K. O.K. O.K.

・えごまの添付データについて

　「収益性データ（えごま）」シートに記載のあるとおり、添付データとして根拠とならない内容であると指摘されています。

　４月に提供したPDFファイルを採用するのであれば、当該シートは不要と思います。

・小豆のデータについて

　「収益性データ（えごま）」シートに記載のあるとおり、小豆に関する収益性を示すデータの提供を指摘されています。

６＝個票５　作物ごとの作付予定面積 ６　課題解決に向けた取組及び目標 個票 ５≧６ ５≧個票



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

39.0 0.0 37.5 0.0 37.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
1.0 0.0 1.0 0.0 1.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

・子実用とうもろこし 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.9 0.0 1.0 0.0 1.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.54 0.00 0.71 0.00 1.01 0.00
・野菜 0.28 0.00 0.45 0.00 0.61 0.00
　ねぎ 0.05 0.00 0.20 0.00 0.30 0.00
　青さやいんげん 0.04 0.00 0.05 0.00 0.06 0.00
　なす 0.05 0.00 0.06 0.00 0.07 0.00
　さといも 0.08 0.00 0.08 0.00 0.10 0.00
　えだまめ 0.06 0.00 0.06 0.00 0.08 0.00
　その他野菜 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
・花き・花木 0.18 0.00 0.18 0.00 0.20 0.00
　宿根カスミソウ 0.18 0.00 0.18 0.00 0.20 0.00
　その他花き 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
・果樹 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

・その他の高収益作物 0.08 0.00 0.08 0.00 0.20 0.00

　えごま 0.00 0.00 0.00 0.00 0.10 0.00
　小豆 0.08 0.00 0.08 0.00 0.10 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米
備蓄米
飼料用米
米粉用米
新市場開拓用米
WCS用稲
加工用米

その他

畑地化

大豆
飼料作物

そば
なたね
地力増進作物
高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

野菜
(ねぎ、青さやいんげん)

（基幹作物）
（令和３年度）　 0.09ha （令和５年度）　 0.36ha

花き・花木
（宿根カスミソウ）

（基幹作物）
（令和３年度）　 0.18ha （令和５年度）　 0.20ha

その他の高収益作物
（えごま）

（基幹作物）
（令和３年度）　 0.00ha （令和５年度）　 0.10ha

野菜（なす、さといも、
えだまめ）

（基幹作物）
（令和３年度）　 0.19ha （令和５年度）　 0.25ha

その他の高収益作物
（小豆）

（基幹作物）
（令和３年度）　 0.08ha （令和５年度）　 0.10ha

（令和３年度）　 0.54ha （令和５年度）　 1.01ha

（令和３年度） 　0.00ha （令和５年度）　 2.00ha

（令和３年度）
40,921円/10a

（令和５年度）
39,000円/10a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。

※　目標期間は３年以内としてください。

2
飼料用米

（一般品種）
（基幹作物）

飼料用米推進助成
取組面積

10a当たりの生産費

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

地域振興作物助成Ａ 地域振興作物の作付面積

地域振興作物助成Ｂ 地域振興作物の作付面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名　：　福島県

協議会名　　 ：　三島町地域農業再生協議会

1 地域振興作物助成A 1 15,000
ねぎ、青さやいんげん、宿根カスミソウ、え

ごま
作付面積に応じて支援

1 地域振興作物助成B 1 10,000 なす、さといも、えだまめ、小豆 作付面積に応じて支援

2 飼料用米推進助成 1 3,125 飼料用米（一般品種） 資材低減の取組等

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕

畜連携）」と記入してください。

　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。

　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。

※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象と

する使途は「４」と記入してください。

※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。

※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いませ

ん。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整

理

番

号

使途
※１

作

期

等
※２

単価

（円/10a）



別紙

１．地域農業再生協議会名

２．活用予定額の総括表

（単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

133,500 133,500 129,000

（注）追加配分が未定の段階にあっては、該当箇所を空欄により作成することとします。

三島町地域農業再生協議会

８　産地交付金の活用方法の明細

三島町地域農業再生協議会

協議会等名

配分枠（A+B）

活用予定額



３．活用方法

配分枠

135,000

麦 大豆 飼料作物 米粉用米 飼料用米 WCS用稲 加工用米

新市場開拓用米

そば なたね 地力増進作物

野菜 花き・花木 果樹
その他の

高収益作

物

その他

1 地域振興作物助成（A） 1 15,000 8 18 1 27 40,500

1 地域振興作物助成（B） 1 10,000 19 7 26 26,000

2 飼料用米推進助成 1 3,125 200 200 62,500

実面積 200 27 18 8 253 ※６

実面積 129,000

所要額

①×②

（円）

戦略作物 高収益作物
合計

②
※５

整

理

番

号

使途
※１

作

期

等
※２

単価①

（円/10a

）

面　積　（ａ単位）※３

合計（基幹）※４

合計（二毛作）※４

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。

　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。

　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。

※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください

。

※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。

※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。

　　　また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。

※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。

※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。

（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。



４．追加配分等を受けた場合の調整方法

５．所要額が配分枠を超過した場合の調整方法

６．高収益作物について

注１産地交付金で支援する作物のうち、高収益作物に該当する作物名（野菜、花き・花木、果樹除く）を記載してください。

注２収益性のわかるデータを添付してください。

　次の計算式により単価調整係数を算出し、上限単価を上限に一律に単価の上乗せを行う。
　調整方法：単価調整係数１（小数点第５位以下切捨て）＝配分額うち活用可能額÷整理番号「１」「２」の上乗せ額の合計
　上乗せ単価（１０円未満切捨て）＝調整前の上乗せ単価（上限単価―当初の単価）×単価調整係数１

　次の計算式により単価調整係数を算出し、それぞれの単価に乗じて一律に単価調整を行う。
　調整方法：単価調整係数２（小数点第５位以下切捨て）＝（当初配分額＋追加配分額）÷整理番号「１」「２」の所要額の合計
　調整後単価（１０円未満切捨て）＝調整前の単価×単価調整係数２

　えごま、小豆



別紙：高収益作物収益データ整理表【作物名：エゴマ】

◎収益（収入－生産コスト）

主食用米 123,804 円/10a 117,035 円/10a 6,769 円/10a

エゴマ 87,606 円/10a 34,817 円/10a 52,789 円/10a

※小豆については、販売収入60,000円、生産費16,000円、収益額44,000円（生産者聞き取り）

◆主食用米販売収入 ◆エゴマ販売収入※エゴマ子実を販売する場合

543 kg/10a 228 円/kg 123,804 円/10a 62.8 kg/10a 1,395 円/kg 87,606 円/10a

①主食用米単収：H28～30平年収量より ④エゴマ平均収量

H28 H29 H30 平均

542 543 544 543 kg/10a

⑤エゴマ単価

②kg単価：主食用米相対取引価格 　島根県「特産作物の経済性調査（10aあたり）」のエゴマ（種実用）より引用。

品種 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 作付割合 加重平均

コシ中 12048 13876 15412 32% 4409.173

コシ会津 13424 14212 15321 30% 4295.7 ◆エゴマ生産コスト（円）

コシ浜 11138 13392 15036 5% 659.4333 労働費⑦ 種苗代⑥ 肥料代⑥ 資材代⑧ 農薬費⑥ 燃料代⑥ 減価償却費⑨

ひとめ 11146 13401 14955 26% 3423.507 1,929 100 9,748 7,422 2,205 6,000 7,413

天つぶ 10530 13360 14691 7% 900.2233 合計

13688.04 34,817 円/10a

kg単価 228.1339

◆主食用米生産コスト　③

2015(H27) 2016(H28) 2017(H29)

119,673 115,927 115,504 117,035 円/10a

③農水省公表「米の道府県別生産費」全算入生産費より

⑧資材代：培土、土壌改良資材代、播種器具代

平均 ⑦労働費：１時間（労働時間［島根県「特産作物の経済性調査（10aあ

たり）」のエゴマ（種実用）、農水省調査「平成23年産地域作物の生

産実績」（非公表）］）×1,929円（平均時給［厚労省「毎月勤労統計調

査（H31年4月確報）」より、賃金/労働時間で算出］）

収入 生産コスト 収益

単収① kg単価② 収入

⑨減価償却費：昭和村実証事業で使用した農機具を参考に推定価格を

法定耐用年数で除して算出。

平均収量④ 販売単価⑤ 収入

　園芸課調べ。

⑥種苗代、肥料代、農薬費、燃料代：昭和村農業委員会［平成24,25年

度エゴマ機械化体系実証事業］の栽培経費より引用。



⑨減価償却費：昭和村実証事業で使用した農機具を参考に推定価格を

法定耐用年数で除して算出。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

野菜、花き・花木、その他の高収益作物（具体的作物は別紙のとおり）（基幹作物）A・B

産地交付金の活用方法の明細（個票）

三島町地域農業再生協議会 整理番号 1（新規）

地域振興作物助成A・B

地域振
興作物

の
作付面

積

A
花き

・

花木

目標 0.20ｈａ

実績 0.18ｈａ

実績 0.09ｈａ

0.25ｈａ

15,000円/10a（上限単価：37,000円/10a）（Aグループ）
10,000円/10a（上限単価：27,000円/10a）（Bグループ）

　園芸作物については、農家所得の確保の為に、これまでも地域振興作物を設定し産地交付金を
活用した取り組みにより推進を図っている。
　令和３年度においては新型コロナウイルス感染症の影響により、急激な需要の減少をはじめ、
担い手不足や高齢化による離農、労働力不足による規模縮小などの要因により相対的には目標に
届いていない状況となっている。
　令和４年度においては農業者への呼びかけや、町及びＪＡ独自の助成金を積極的に活用した取
り組みの説明など、高収益作物への作付誘導を図り、園芸作物の更なる作付面積増に向け取り組
んでいくこととする。なお、会津野菜館（共同選果出荷施設）の稼働を受け、生産者の労働力不
足の解消や、高品質園芸作物生産に寄与するなどメリットを周知し、作付け面積増加に繋げてい
く。
  
目標設定については、令和３年度の実績を踏まえ、令和５年度に１．０１ｈａとすることを新た
なビジョンの目標に設定し、着実な推進を図る。
　また、本年においては、令和３年度会津みどり地域農業再生協議会の単価を参考として継続的
な単価設定を考えていたが、配分額が当初見込額から大幅な減額となったことから、当初見込額
の１／２と設定した。なお、当初単価を15,000円（Ａグループ）、10,000円（Ｂグループ）、上
限単価を37,000円（Ａグループ）、27,000円（Ｂグループ）とし作付け誘導を図っていく。

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

0.18ｈａ

0.36ｈａ
野菜

目標

0.19ｈａ

0.10ｈａ

実績 0.00ｈａ
その他の

高収益

目標 0.01ｈａ

B

野菜
目標

取組の　
確認方法

１．助成対象者
　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。
２．取組要件
　①出荷販売契約書、販売伝票により確認する。
　②営農計画書及び現地確認、作業日誌、福島県栽培指針等に沿った肥培管理を行ったことの
　　分かる書類により確認する。

計
目標 0.71ｈａ 1.01ｈａ

実績 0.54ｈａ

その他の

高収益

目標

　対象作物を施設栽培または露地栽培で生産を行い、出荷・販売を行う取組を支援する。

具体的要件

１．助成対象者
　実需者等に出荷・販売することを目的として、対象作物の生産に取り組む農業者又は集落営農
組織とする。
２．取組要件
　①実需者へ出荷・販売を行うこと。
　②野菜、花き・花木、その他の高収益作物で、新植などで収穫を行うことが出来ない生育
　　段階の永年性作物については、福島県栽培指針に沿った肥培管理を行うこと。

目　　標

0.07ｈａ 0.10ｈａ

実績 0.08ｈａ

0.20ｈａ 0.25ｈａ

実績

成果等の
確認方法

令和４年１２月末までに、以下の方法で確認する。
・施設栽培、露地栽培における作付面積について、交付対象面積を集計。

令和４年度の取組の検証を行い、効果が確認できれば次年度以降も継続する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。



別紙

三島町地域農業再生協議会が定める助成対象作物及び助成単価

区分 № 作物名 区分 № 作物名

1 ねぎ 5 なす

2 青さやいんげん 6 さといも

花き・

花木
3 宿根カスミソウ 7 えだまめ

その他の

高収益作物 4 えごま
その他の

高収益作物 8 小豆

野菜

作物Aグループ 作物Bグループ

15,000円/10a 10,000円/10a

野菜



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

目標

実績

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

飼料用米（一般品種）（基幹作物）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

三島町地域農業再生協議会 整理番号 2（新規）

飼料用米推進助成

3,125円/10a（上限単価：13,000円/10a）

　米価下落を防ぐため、主食用米の作付面積の削減し、主食用米に代わる作物の栽培が必要不可欠な

状況である。

　そのため、引き続き産地交付金を活用し、飼料用米の推進を生産者説明会等を通して行い、生産性

を向上させる取り組みの支援を行い作付の転換を進める。

　なお、定着度が高くなったため、生産性向上の取り組みのうち、直播栽培については３つ以上から

４つ以上、移植栽培については５つ以上の取り組みを行うことに変更する。

　目標設定について、取組面積については、現状の一般品種の作付面積１ｈａを、令和５年度には２

ｈａとし、需給調整を図っていくこととする。また、10aあたりの資材費については、40,921円を令和

５年度には39,000円とする。

　また、本年においては、令和３年度会津みどり地域農業再生協議会の単価を参考として継続的な単

価設定を考えていたが、配分額が当初見込額から大幅な減額となったことから、当初見込額の１／２

と設定した。

目　　標

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

取組面積

10ａ当たりの生産費

2ha

40,000円/10ａ

2ha

39,000円/10ａ
0ha

40,921円/10a

令和４年度の取り組みの検証を行い、効果が確認できれば次年度以降も継続する。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

　飼料用米について、生産・流通コストの削減図り生産する取組を支援。

　なお、飼料用米については、今後更に作付の推進を図る必要があることから、県枠設定の「飼料用

米助成」に上乗せによる支援を行う。

具体的要件

１．助成対象者

　実需者等に出荷販売することを目的として対象作物の生産に取り組む農業者又は集落営農組織とす

る。

２．取組要件

　（１）資材の低減を図るため、３年以上需要者と契約した者で直播栽培については以下の②から

⑦の取組中

　　からいずれか４つ以上、移植栽培については②から⑧の取組中からいずれか５つ以上の取組を

行うこと。

　　　①直播栽培（福島県稲作畑作技術指針に基づく栽培を行うこと）

　　　②稲わらのすき込み

　　　③温湯種子消毒

　　　④側条施肥

　　　⑤農薬の田植同時処理

　　　⑥疎植栽培（株間24㎝以上広げた栽培）

　　　⑦立毛乾燥

　　　⑧フレコンパックによる出荷

　（２）実需者と出荷・販売契約等を締結するとともに、収穫、販売を行うこと。

取組の　

確認方法

１．助成対象者

　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。

２．取組要件

　（１）資材費の低減

　　①、②、③は、作業日誌、必要に応じて現地確認で確認する。

　　④、⑤は、作業日誌、資材の購入伝票、必要に応じて現地確認で確認する。

　　⑥、⑦は、作業日誌、現地確認で確認する。

　　⑧は、出荷契約書、出荷伝票、作業日誌等で確認する。

　（２）出荷契約書、販売伝票、作業日誌等の出荷・販売・収穫を行ったことの分かる書類により確

認する。

　（３）新規需要米認定結果通知書。

成果等の

確認方法

令和４年１２月末までに、以下の方法で確認する。

１．飼料用米による作付面積について、交付対象面積を集計。

２．資材費の低減・契約年数は、地域協議会による取り組み対象者への聞き取り調査等により生産費

・契約

　年数を確認する。

２．10a当たりの資材費について、取組対象者への聞き取り調査等により確認する。


